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はじめに
⽬的
• 学科名・学位名・中分類の対応関係を明らかにして、

今後カリキュラム研究の対象とする学科の特定した上で、分析を試⾏
対象
• 学科系統分類表における⼤分類「芸術」
• 唯⼀名の学科数の割合（唯⼀名/学科数）を⼤分類間で⽐較

分類全体平均28.9％*（⽐較的低い）*1352/4683

→農学・その他の次に、芸術42.5％は⽐較的⾼く。⼈社20％台

先⾏研究
「付記名称の多様化に影響を与える要因として専攻分野の⼈気・不⼈気からく
る学⽣募集の有利さと不利さ、そして学問分野ごとのディシプリンの確⽴度合
いが⽰唆されている」（濱中2005）
→本報告で「ディシプリンの確⽴度合い」に注⽬して考察を進める。
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報告事項
⼤分類「芸術」
（１）学科名称 「芸術学科」
（２）学科名称 「デザイン学科」
（３）学位名 「芸術学」「芸術」

学科名称と学位名から「芸術学」分野の
カリキュラムを類推の分析を試⾏
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⼤分類「芸術」の概況 （Excelファイルも参照）

•⼤分類「芸術」における上記4区分の分散⾃体は、他の⼤分
類と⽐べて指摘するほど変わらず、平均的な散らばりの程
度になっている。
•この中の紫字にした「複学位複分類」（同名学科でも学位
名・中分類が異なる）における対応関係の現状を分析。
• (1)芸術学科と(2)デザイン学科をデータセットから元デー
タを特定 4

同⼀の学科名であっても、
2つ以上の学位名が授与され、
2つ以上の中分類名に区分され、
対応関係に揺らぎ幅がある。
→類推可能性が低いはず。



（１）芸術学科

• 学部に着⽬すると、芸術学部3、美術学部2であり、これら以外は⽂学
部、⽂芸学部、教育⽂化学部、教養学部、表現学部の各1である。ファ
イン系美術学部以外に⼈⽂学系の学部で扱われているといえる。また
学位名も⾒てもほぼ似た傾向である。
• ⼤分類「芸術」中分類「その他」と、
⼤分類「その他」中分類「その他」が⽬⽴つ。 5



多摩美術⼤学
美術学部
芸術学科
HPより転載
https://a.tamabi.ac.j
p/dept/pamphlet/as
/#page=5
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北翔⼤学教育⽂化学部
芸術学科HPより転載
https://www.hokusho-
u.ac.jp/school/educationalcultural/artanddesig
n/index.html



（１）芸術学科 考察
•芸術の学（Wiss. Der Kunst）は、世界の⼤学制度が⽣まれる、はるか
前の古代から⼈々によって営まれている。古典的な哲学の⼀領
域。（利光 1987）
•利光（1987）は、芸術学を「1）芸術⼀般の理論的研究、2）
a)造形芸術の学的（理論的および歴史的）研究⼀般、b)造形芸
術の理論的研究」の3つに⼤別している。最広義には、「⼀般芸
術学と美術学・⾳楽学・⽂芸学・演劇学・映画学などの諸特殊
芸術学とを全て包括する」と説明。狭義には作品の創作は対象外。
•芸術⼀般・造形芸術の理論的・歴史的研究・教育を⾏う「芸術
学科」は、分類基準上は「その他」に区分されるケースが多い。
むしろ学問論上の伝統や正統性は、芸術学科で扱われる事項の
⽅が、専⾨分化後の諸学科よりある。
•「ディシプリンの確⽴度合い」（濱中 2005）が⾼いからこそ、
今後、学科系統分類上の分類基準の改訂が⾏われるとすれば、
「⼀般」（General）という概念も付加してはどうか。 8



（２）デザイン学科

•デザイン学科は、中分類上は、デザイン・美術・⼯芸学。
•また⼯芸学は⼤分類上、芸術ではなく⼯学となっている。
•デザイン学は、⼯学・⼯業製品からのアプローチと、芸術作品
の創作からのアプローチの両⽅から形成されている。
• 前者を、⼯業系⼤学が全て⼯芸学に区分しているわけではない（東京⼯芸⼤・

東京⼯科⼤）。
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（２）デザイン学科 考察
•この様相は、学際的研究、つまり
複合領域（マルチディシプリン）ないし
超「領」域（トランスディシプリン）（⼩林

2015）として、様々なディシプンを
組み合わせて教育・研究が実施さ
れているといえる。
•複数で構成されるディシプリンの
うち、⼤学⾃⾝がどちらに主軸を
置くかで分類が変わってくると考
える。

• なお、静岡⽂化芸術⼤学のみ⼩分類はV119（美術）とされて
いるが、全体を⾒ると個⼈的にはV204（デザイン）に区分し
てもよいのではないか、という感想を持った。

• 東京⼯芸⼤学芸術学部デザイン学科HP https://www.t-
kougei.ac.jp/gakubu/arts/design/ より転載
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（３）学位名「芸術学」「芸術」
（１）で学科名「芸術学科」を検討→では学位名の様⼦は︖
•学科名と学位名との間で類推可能性が⼤きく異なる可能性
があるから。
•学位名「芸術」75、「芸術学」21、合計96学科と特定
•まず学科数Nの多い順にソート

↓
•⼤分類「芸術」中分類「その他」は45学科のうち、

中分類の「その他」率が100％なのは42学科（43％）
学位名「芸術学」「芸術」は「その他」⽐較的多い
「その他」とは何か。クロスで⾒ていく。
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学科名称
複合名詞

（数）

学位名

芸術

学位名

芸術学
N 中分類

その他

中分類

その他率

全体合計 - 75 21 96 45 47%
美術学科 1 7 7 0%
デザイン学科 1 3 2 5 0%
音楽学科 1 4 1 5 0%
芸術学科 1 2 3 5 3 60%
マンガ学科 1 2 1 3 3 100%
写真学科 1 2 1 3 3 100%
美術科 1 3 3 0%
アニメーション学科 1 2 2 2 100%
デザイン工芸学科 2 2 2 2 100%
ビジュアルデザイン学科 2 2 2 0%
映画学科 1 2 2 2 100%
建築学科 1 2 2 2 100%
工芸学科 1 2 2 2 100%
造形学科 1 1 1 2 0%
舞台芸術学科 2 2 2 2 100%
放送学科 1 2 2 2 100%
アート・デザイン学科 2 1 1 0%
アート・デザイン表現学科 3 1 1 0%
アートプロデュース学科 2 1 1 1 100%
イラスト学科 1 1 1 1 100%
インタラクティブメディア学科 2 1 1 1 100%
キャラクターデザイン学科 2 1 1 0%
キャラクター造形学科 2 1 1 1 100%
グラフィックデザイン学科 2 1 1 0%
ゲーム学科 1 1 1 1 100%
こども芸術学科 2 1 1 1 100%
スマートデザイン学科 2 1 1 0%
ソーシャルデザイン学科 2 1 1 0%
デザイン・工芸科 2 1 1 0%
デザイン・工芸学科 2 1 1 1 100%
デザイン科 1 1 1 0%
デザイン芸術学科 2 1 1 0%

学科名称
複合名詞

（数）

学位名

芸術

学位名

芸術学
N 中分類

その他

中分類

その他率

トータルビューティ学科 2 1 1 1 100%
パフォーミング・アーツ学科 2 1 1 1 100%
プロダクトデザイン学科 2 1 1 0%
ポピュラーカルチャー学科 2 1 1 1 100%
メディア・デザイン学科 2 1 1 0%
メディア映像学科 2 1 1 1 100%
メディア芸術学科 2 1 1 1 100%
映像学科 1 1 1 1 100%
演劇学科 1 1 1 1 100%
演劇舞踊デザイン学科 2 1 1 0%
演奏学科 1 1 1 0%
音楽科 1 1 1 0%
絵画学科 1 1 1 0%
環境デザイン学科 2 1 1 0%
空間演出デザイン学科 3 1 1 0%
芸術教育学科 2 1 1 1 100%
芸術計画学科 2 1 1 1 100%
芸術専門学類* 2 1 1 1 100%
芸術地域デザイン学科 3 1 1 1 100%
芸術表現学科 2 1 1 1 100%
工芸科 1 1 1 1 100%
写真・映像メディア学科 3 1 1 1 100%
初等芸術教育学科 3 1 1 1 100%
情報デザイン学科 2 1 1 0%
生活環境デザイン学科 3 1 1 0%
造形芸術学科 2 1 1 0%
彫刻学科 1 1 1 0%
統合デザイン学科 2 1 1 0%
美術工芸学科 2 1 1 0%
文化財保存修復学科 4 1 1 0%
歴史遺産学科 2 1 1 0%

⾚字︓●●デザイン学科
⻩⾊セル︓中分類「その他」100％



（３）学位名「芸術学」「芸術」 考察
学位名「芸術学」「芸術」中分類「その他」をクロスする
学科群の名称に対して、名詞数をカウント（単⼀/複合名詞）
【1】
•マンガ学科、写真学科、アニメーション学科、映画学科、放送
学科、等で55％

→中分類の美術・⾳楽・デザインに区分しきれないディシプリン
が形成されつつある（︖）分野

【2以上】
•学科名称︓●●デザイン学科は23学科、メディア●●学科は5
学科、芸術●●学科は7学科

→複合領域（マルチディシプリン）ないし超「領」域（トランス
ディシプリン）の様相
•異なる領域分野が組み合わせられて実施されることが前提の教
育・研究

※「ディシプリンの確⽴度合い」と分けて持つべき視座 13



まとめと含意 ①
複学位複分類（同名学科でも学位名・中分類が異なる）分析
• 【芸術学科】芸術⼀般の理論的研究を⾏う学科の専攻構成と、広義の芸術の諸
分野を包括する構成の学科の⼆つ。「ディシプリンの確⽴度合い」が⾼いから
こそ、前者の「⼀般」（General）概念も必要（学科系統分類上の分類基準の
改訂の際、考慮されてもいのではないか）
• 【学位名「芸術」「芸術学」における中分類「その他」】をクロス集計。学科
名称の名詞数をカウントしたところ、名詞数が⼀つ（マンガ学科、写真学科等）の学科数
割合は55％であり、中分類の美術・⾳楽・デザインに区分しきれない、新たな
ディシプリンが形成され始めた（︖）分野の可能性が想起された。
• 複合名詞で構成される学科は、●●デザイン学科、メディア●●学科、芸術
●●学科が⽐較的多かった。複合領域ないし超領域が前提の教育・研究が⾏わ
れていると類推。
「ディシプリンの確⽴度合い」（濱中 2005）とは異なる多様性の⼀因

• 学位名「芸術」は、芸術分野における幅広い新ディシプリンと学際領域を包括14



まとめと含意 ②
•【デザイン学科】その様相は広義の「ポリテクニック」。
•中分類上は、デザイン・美術・⼯芸学の3つにまたがってい
た。また中分類「⼯芸学」は⼤分類で「芸術」ではなく「⼯
学」となっていた。
•複合領域・超領域のように複数で構成される分野のうち、⼤
学⾃⾝がどちらの領域に主軸を置くかで分類結果が変わって
くる。つまり「⼤学⾃⾝のディシプリン性の⾃認」の表明。

「ディシプリンの確⽴度合い」（濱中 2005）とは異なる多様性の⼀因

Cf;トランスジェンダー、⾃らの性⾃認
→ダイバーシティの議論 15



•⼩林信⼀2015「特別講演現代社会と学術研究・その試練とチャンス : スポーツ
マネジメント研究への提⾔」『スポーツマネジメント研究』7 (1)、⽇本スポー
ツマネジメント学会、73-80⾴。
•利光功1987「芸術学」⽵内敏雄編『美学事典増補版』弘⽂堂。
•濱中義隆2005「学位に付記する専攻分野の名称の氾濫」『IDE 現代の⾼等教
育』473、62-68⾴。
•多摩美術⼤学美術学部芸術学科HP
•東京⼯芸⼤学芸術学部デザインHP
•北翔⼤学教育⽂化学部芸術学科HP

HPは2023年6⽉3⽇最終アクセス
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